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新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
政
治
を
の
願
い
は
切
実
で
 
 

ず
。
自
民
■
公
明
の
政
治
で
介
護
も
医
療
・
福
祉
も
、
相
次
ぐ
負
担
増
が
国
民
を
 
 

苦
し
め
て
い
ま
す
。
そ
の
上
大
も
う
け
を
あ
げ
て
い
る
大
企
業
に
減
税
、
庶
民
に
 
 

は
大
増
税
の
逆
立
ち
に
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
さ
か
だ
ち
政
治
を
変
え
、
大
津
市
政
が
市
民
の
 
 

暮
ら
し
や
福
祉
を
大
切
に
す
る
貞
治
体
ら
し
い
市
政
と
な
る
よ
う
、
今
年
も
全
力
 
 

で
が
ん
ば
り
ま
す
。
 
 

費
学
 

治
 
 

政
 
 畑
雷
斯
レ
い
膠
鰭
ひ
一
ク
く
年
に
 
 

蜜
・
負
担
輝
に
ス
ト
ヅ
プ
 
 
 

巡
慧
慧
痴
簡
 
 
 
 
 
 
裁
荏
 
 
 

改
悪
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
に
よ
っ
 
 

て
、
要
支
援
の
人
た
ち
が
介
護
用
ベ
ッ
 
 

ド
等
に
保
険
を
使
え
な
く
な
っ
た
問
題
 
 

で
は
、
介
護
保
険
を
よ
く
す
る
会
の
要
 
 

望
活
動
や
党
議
兵
団
の
毎
議
会
の
質
問
 
 

で
、
市
独
白
の
低
所
得
者
へ
の
補
助
を
 
 

実
施
、
県
も
2
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
 
 

に
な
り
ま
し
た
。
障
が
い
者
福
祉
で
も
、
 
 

運
動
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
共
産
党
市
 
 

議
団
が
質
問
を
重
ね
、
県
と
市
に
よ
る
 
 

独
自
の
助
風
が
実
演
し
ま
し
た
。
悪
政
 
 

か
ら
市
民
生
活
を
守
る
自
治
体
へ
と
流
 
 

れ
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 
 

く
ら
し
優
先
め
予
審
を
 
 

市
長
へ
要
望
 
 

政
府
は
構
造
改
革
で
福
祉
・
医
凍
ぬ
 
 

連
続
改
悪
を
進
め
て
い
ま
董
市
民
 
 

の
皆
さ
ん
の
世
論
と
運
動
が
広
が
り
、
 
 

日
本
共
産
党
議
員
団
の
議
会
で
の
論
戦
 
 

が
、
命
と
く
ら
し
を
守
る
自
治
体
へ
と
 
 

市
政
を
変
え
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
 
 

ま
す
。
県
政
で
は
、
新
幹
線
新
駅
の
ム
 
 

ダ
づ
か
い
に
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
 
 

日
本
共
産
党
と
、
県
民
の
世
論
が
県
政
 
 

の
流
れ
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
市
政
で
 
 

は
子
供
の
医
寮
費
助
成
の
充
実
、
住
宅
 
 

リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
実
施
な
ど
、
制
度
 
 

の
前
進
が
は
か
ら
れ
て
き
ま
し
た
D
 
 

政
治
を
塵
え
廟
い
実
現
す
る
 
 

確
か
な
カ
の
前
進
を
 
 

厚
，
 
■
で
T
二
軍
 
■
り
・
ル
 
 

1
庁
舎
建
設
や
 
 
 

ゴ
ミ
有
料
化
や
め
よ
H
 
 

‥
 共

産
党
が
お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
 
 
 

は
、
負
担
増
の
政
治
へ
の
怒
り
 
 

や
安
心
し
て
替
ら
せ
る
寮
ち
づ
く
り
へ
 
 

の
要
求
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
 
 

の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
市
長
に
対
し
て
 
 

政
策
要
望
を
提
出
。
庁
舎
耐
靂
化
で
は
、
 
 

移
転
新
築
で
は
な
く
、
当
面
必
要
最
小
 
 

限
の
免
震
改
修
な
ど
で
対
応
す
る
こ
と
 
 

や
家
庭
ゴ
ミ
有
料
化
な
ど
の
負
担
増
の
 
 

中
止
を
求
め
ま
し
た
。
 
 

■
巷
已
班
鰐
誓
」
 
 
 

重
点
項
目
で
は
合
併
し
た
旧
志
賀
町
 
 

で
の
「
き
め
細
か
い
施
策
」
た
と
え
ば
 
 

学
校
給
食
な
ど
を
残
し
て
将
来
的
に
全
 
 

市
に
広
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
0
 
 
 

ま
た
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
 
 

を
引
き
下
げ
る
こ
と
や
介
護
保
険
へ
の
 
 

独
自
補
助
の
拡
充
、
多
重
債
務
の
市
民
 
 

の
相
談
窓
口
を
設
け
る
こ
と
、
路
線
バ
 
 

ス
ヘ
の
助
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
 
 

運
行
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
切
実
な
市
 
 

民
要
求
実
現
を
求
め
ま
し
た
。
 
 
 

市
長
は
、
庁
舎
建
設
は
進
め
る
意
向
 
 

を
示
し
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
よ
 
 

く
研
究
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。
 
 
 

日
本
共
産
党
市
税
団
は
、
こ
の
政
策
 
 

要
望
実
現
め
ざ
し
て
、
ひ
き
っ
づ
き
が
 
 

ん
ぼ
り
ま
す
。
 
 

日
本
の
教
育
を
歪
め
る
 
 

教
育
基
本
法
改
悪
 
 

り
つ
て
子
ど
も
ら
の
 
 

明
日
に
夢
琶
－
・
・
 
 
 

安
倍
内
閣
は
、
髄
虚
し
た
「
教
育
基
本
 
 

法
改
正
法
集
」
を
数
の
暴
挙
で
成
立
さ
せ
 
 

ま
し
た
8
国
会
で
の
日
本
共
産
党
ぬ
追
及
 
 

で
、
法
尭
が
内
心
の
自
由
を
侵
し
∵
教
育
 
 

を
国
家
が
統
制
す
る
寒
流
違
反
の
法
律
で
 
 

あ
る
こ
と
、
提
案
層
由
だ
っ
た
タ
ウ
ン
ミ
 
 

ー
テ
ィ
ン
グ
が
や
ら
せ
だ
っ
た
こ
と
や
高
 
 

校
で
町
兼
履
修
周
東
も
文
科
省
が
深
＜
関
 
 

わ
っ
て
小
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
、
 
 

「
教
育
基
本
法
守
れ
」
の
国
民
的
な
世
論
 
 

が
高
ま
り
ま
し
た
。
各
地
で
集
会
や
署
名
 
 

督
ど
の
連
動
が
広
が
り
、
大
津
市
で
も
8
 
 

0
0
名
の
集
会
が
開
炒
れ
ま
し
た
。
 
 
 

政
府
は
、
今
後
さ
ら
に
競
争
的
な
教
育
 
 

を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
農
で
 
 

も
す
で
に
学
叔
選
択
制
、
県
立
高
校
の
全
 
 

県
〓
軍
区
制
が
導
入
き
れ
、
今
年
4
月
に
 
 

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
 
 

学
校
の
膚
列
化
・
格
差
を
広
げ
る
教
育
改
 
 

革
の
先
取
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

い
ま
、
保
護
者
・
教
師
が
乎
ど
も
た
ち
 
 

を
中
心
志
し
て
、
悪
法
に
示
さ
れ
七
内
心
 
 

の
自
由
や
学
問
・
教
育
瓜
自
由
を
ま
も
り
、
 
 

子
ど
も
の
人
格
発
達
を
保
障
す
る
教
育
の
 
 

条
現
に
た
っ
て
、
改
悪
基
本
法
の
具
体
化
 
 

と
押
し
っ
け
を
許
 
 

さ
な
い
世
帯
を
広
 
 

げ
、
子
ど
も
の
た
 
 

め
の
学
校
づ
く
り
 
 

を
進
め
ま
し
よ
う
。
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日本共産党大津市会議員団  
芸≡i≧±±ゝ。  
石我コF  12月  

しヽじめ克月艮へ3 0人学頚吸の  まちをこわすイオンモールの   

推進など条件整備を  lこ規希りを   

いじめによる子どもの自殺という痛ましい事件が相次ぎ、学校における子  草津市の新潟に来年4月工事を着工しようとしているイオンモールは、敷地  
どものいじめの問題が大きな社会問題になっています。先頃発表された「教  面積が18万硝こ及び、大津市に大きく影響を及ぼします。ふしきみちよ市議  
育再生会議」の「緊急提言」では、いじめた子どもに懲戒の揺導をおこなう  は地元商店街が衰退すれば、高齢者が住み覇けられなくなると掴私大津市が  
こをめていますが、厳罰的な対応ではなく、 出店に反対し、草津市や県にさまざまな手だてを   

しの人間的d成長を促す教育的指導が必  打つよつにはたらきかけることを強く求めました。  
要です。  
杉浦とも子市議は、先生が手どもたちと向き合  ち  

うための時間と余裕は欠かせない、一人ひとりの   とを認めながらも、消蔓巷の利便性が向上し、選   
子どもに日が行き届く30人学級の推進と教職員  

の増員などの条件整備をおこなうよう求めました。  
教育長は撃破規模を小さ＜すればいじめは   す、 ‾′■＝＝  

発生しないということではないとしながら、生徒   める請願が提出されていることも取り上げ、大津 
市が出店に反対を表明することをつよく求めまし  

に働きかけていくと答えました。   た。  知事に大型店規制を  
お母さんと話す杉浦市凛  求めるふしき市誅   

高すぎる国保料弓lき下げlま  イ主宅リフォーム助成希印度   
生存権の問題  制度めモ継頚亮を 

大津市の国民健康保検料は県下で2番目に高く、十二月議会には、国保を  市民が市内の業者を使って住宅改修をする場合に、縫費の－割、十万  
よくする会から6千名余りの国保料引き下げの請願署名が寄せられました。  円を限度に助成、住居負担を軽減して地域耀済の振興を図る「住宅改修  
塚本正弘市議は、夫婦と子ども二人の生活保 

、  

国保料が二十三万円にもなり、生活の実態にて  きました。   
らして国保料が高すぎること、払える国保料へ  八木修市議は、大津維新の一施策として補  
の引き下げを求めました。市は「高齢者や低所  助制度が開始されたことを評価しながらも、  
得者層の加入割合が高く、保険料の収入確保が  今年度で終了するとしていることについては  
むずがしいという構造的な問題」があり、「磯 「朝令暮改」であり、地域経済に大きな貢献  

度になっていることも紹介して、継続するこ  
とを求めました。市は「制度は当初より実施  

摘潤ま 期間は平成18年度まで」と答えましたが、  

すべきです¢  

をしている長浜市では市民の中で定着した制、′  
周知徹底をはかり利用しやすく改善して継続「■   

おこなう塚本市誰  質問する八木市議   

l日志賀町の庁舎・防災無、線  多重債務者の生活再建支援   

の活用を  の体希りと充実を   
旧志賀町の庁舎のあと利用としての木戸市民センタ「整備計画案では、支  所得格差と貧困が拡大されるなかで、二千万人を超える人たちがサ  

所・高齢者ふれあいコーナー・子育てふれあいコーナー・公民館・消防志賀  ラ金を利用し多重債務者の闇題が深刻化しています。こうしたなか、秋  
分署などの計画が検討きれています。  の臨時国会では「クレーゾーン（灰色）金利」を撤廃する歴史的な法改  

正が実現しましたb  

納   
これを解決することが収納対策にもなること  
を結摘し、対応を求めました。特に政府が各  

市は総合支所は考えていない、防炎無線はクマ出 市町村に対し、適切な支援体制を整備するよ  

、 

体制をつくるよう強く求めました。拒当部長  
つづき実施を求めていきたいと思います。  防災無線活用求める署名で  は、調査検討すると答えました。  多重傭帯の相談を   

住人と話す谷市議  受ける小坂市誅   
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1市民の原…こ背を向ける自足・公明・民主等与党  
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自民系舎ノ派   民主牡辟   

共産党   

国保料引き下げ求める請願  団   ×  ×  ×  ×   ×   〉く   ×   

消費税増税中止を求める請願  ◎   ×  ×  ×  ×   〉く   ×   ×   

イオン出店に反対する請願  ◎   ×  ×  ×  ×   ×   ×   

／／  意見書  ◎   ×  ×  ×  ×   ×   ×   ×   

庶民増税・大企業減税を   

あらためる意見書  ◎   ×  ×  ×  ×   X   ×   ○   

ゆ章とどいた教育求める意見讐  ◎   ×  ×  ×  ×   ×   ×   ○   

lき下げを求める請風面店衝などから寄せられたイオン出店  
lに反対す尋請願などの切実な願いが共産党の紹介で読会に出  

l雪ご更よ空て土だ±」白雪こ警讐∴堅彗聖与党告派はまと  
もな討論奄しないまま、これらすべてを否決。  

lま姦∴森岳iでも由良転義壷に姦；モこく去庶民増鱒の申  
こ  

l表芸姦蒜孟宗こ芸岩芸ニ去蒜表義蒜芸姦こ；蒜蒜蒜蒜芸  
1んの運動と日本共産党市蔑団との共同が前進すれ臥要求は  

．」  
雪一し ＿＿＿＿＿  （会派名、腑願や意見書名は省咤しています）  
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